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	＜目的＞

世界最大の宇宙線観測所Augerでは、水タンクの中で荷電粒子が出すチェレンコフ光を光電子増倍管(PMT)で 検出する水チェンレンコフ検出器が使用されている。 

この検出器には6桁以上にわたるダイナミックレンジが要求されている。このため1光電子から106乗個の光電子まで測定できるPMTの開発を行う。特にPMTのダイノードとアノードにかける電圧を調節するブリーダ回路を作成し、PMTのリニアリティーを測定する。これより最適なブリーダ回路を求める。
＜実験方法・原理＞
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パルスジェネレーターからの信号を青色LEDに入れ、暗箱の中で様々な明るさの光をPMTに照射する。PMTは比較用の小型PMT１と、今回ブリーダ回路を開発した20cmφPMT　HAMAMATSU-R5912を使った。PMTの出力をデジタルオシロスコープで測定し波形を、GPIBを通じてコンピュータに読み込んだ。この測定からPMT出力の直線性や増幅率を測定し、ブリーダ回路開発を行った。
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図１は測定装置の概略図で、右図は作製したブリーダ回路の抵抗値を示している。ダイノードは8段で、5段目とアノードから信号を取り出している。大きな入射光の場合はダイノード5から、小さな入射光の場合はアノードから読みだすことにより、広いダイナミックレンジを確保している。今回の測定から、このブリーダ回路の照射した光に対する出力信号の直線性や増幅率を求め、問題点や改善すべきところを検討した。
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図２　ＰＭＴのブリーダ回路の概略図
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